
コミ協

各種団体自治会

地区センター地区センター

 南越谷地区

住民

越谷市が設立時に提示した
コミ協のイメージ図

市民主体のまちづくり

連絡、調整、助言

●市民と行政の相互理解が図れる。
●地域のニーズが行政に反映される。
●行政でやること、住民側で協力できることを互いに
理解し、共にまちづくりを進める。

全市コミ協
地区コミ協越谷市

http:/ /minamikoshigaya.sakura.ne.jp
段間3.5ミリ

12月、地区内の自治会では餅つき、クリスマス会、防災
訓練などの行事が実施されていました。

設
立
20
年
に
あ
た
っ
て地区コミ協

会長 白井 俊市

　
平
成
６
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
南

越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
は
、
平
成
26
年
２
月
に
20
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
区
の
安
心

安
全
な
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
設
立
当
初
に
手
探
り

で
始
め
た
活
動
は
、
年
と
共
に
地
区

の
中
に
し
っ
か
り
と
根
づ
い
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
地
区
内
の
自
治
会
や
各
種
団

体
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
の
参
加
、

協
力
に
よ
っ
て
、
地
区
最
大
の
手
作

り
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
20
年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
南
越

谷
地
区
の
皆
様
の
コ
ミ
協
へ
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ミ
協
設
立
20
年
記
念
の
集
い

　２
月
22
日
㈯

【
設
立
の
目
的
】

　
安
心
で
安
全
な

ふ
れ
あ
い
豊
か
な

地
域
社
会
を
創
造

す
る
た
め
、
越
谷

市
並
び
に
地
区
内

コ
ミ
協
構
成
団
体

な
ど
と
連
携
協
力
し
、
越
谷
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
総
合
的
、
計

画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

【
組

　
　織
】

　
役
員
会
、
運
営
委
員
会
（
役
員
と

正
副
部
会
長
）、
６
部
会
で
構
成
さ

れ
、
主
な
全
体
事
業
に
お
い
て
は
運

営
委
員
会
、
全
体
連
絡
会
を
開
い
て

全
会
員
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
３
ペ
ー
ジ
の
組
織
図
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

【
部
会
構
成
】

　
総
務
部
会
、
広
報
・
文
化
部
会
、

防
災
部
会
、
防
犯
部
会
、
福
祉
部
会
、

環
境
・
衛
生
部
会
の
６
部
会
で
構
成

さ
れ
、
年
度
計
画
に
基
づ
い
た
事
業

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
運
営
に
当
っ

て
い
ま
す
。

【
活
動
の
広
報
】

　
各
事
業
の
ご
案
内
は
、
コ
ミ
協

広
報
誌
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
南
越
谷
」、

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
発
行
の

「
パ
レ
ッ
ト
通
信
」
や
南
越
谷
地
区

コ
ミ
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
て
、
事
業
へ
の
参
加
を
募
っ

て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
更

に
は
、
コ
ミ
協
の
事
業
を
自
治
会
な

ど
へ
持
ち
帰
り
、
独
自
の
事
業
に
展

開
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

輪
を
広
げ
て
も
ら
う
こ
と
も
願
っ
て

い
ま
す
。

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
桐
の
間

成　績　表

平成26年（2014年）3月1日発行　南越谷地区コミュニティ推進協議会　編集：広報・文化部会　TEL 048-990-1200

コミュニティ南越谷コミュニティ南越谷 地区コミ協
20年記念号

南越谷地区コミ協20年のあゆみ

南越谷地区コミ協 越谷市・南越谷地区年 月
S43

44

46
47

50

52

53

59

H03

6

7
11
12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

23

25　　

26

4

4

6
4
4
6
4
3
5
4
3
4

2

4
7
8
10
5
11
4
5
6
4
10

11

3
11

4

5
9
10
5

12

12

10
12
4
8
12
4
10
11
4
7
8

4

2
11

2

3

地区コミ協設立準備会・設立総会
初代会長　田口政男氏就任

第1回全体会   4部会でスタート（広報・文化、防災、環境・衛生、福祉）
第1回総会　のぼり旗制作
広報誌創刊号発行

第1回地区フェスティバル（南越谷小学校校庭・体育館）

スタッフジャンバー制作
まちづくり特別部会 まちづくり推進計画の策定
総務部会発足

新南越谷公民館開館記念第４回南越谷地区フェスティバル
（南越谷公民館、南越谷小学校校庭）

二代目会長　饗庭秀男氏就任

彩の国まごころ国体の民泊に協力

南越谷第一公園まちづくりプロジェクト立ち上げ
「ライトアップⅩマスに向けて」
南越谷第一公園ライトアップⅩマス
アンケート実施
南越谷第一公園ライトアップⅩマスPartⅡ
アンケート実施

まちの問題調査事業「まちづくりアンケート」実施

「まちづくりアンケート」報告
ボトルキャップ回収スタート
防犯部会発足

祝第10回地区フェスティバル
NPO法人エコキャップ推進協会よりボトルキャップ回収表彰
まちづくり会議 まちづくり推進計画の策定
ホームページ開設

三代目会長　白井俊市氏就任
地区コミ協発足20年記念第15回フェスティバル
「地区コミ協設立20年のあゆみ」発行
地区コミ協設立20年記念の集い
「コミュニティ南越谷」地区コミ協20年記念号発行

南越谷小学校が南越谷四丁目に開校（当時大字瓦曽根）
南越谷公民館が南越谷小学校内に設置
南越谷公民館運営審議会設置
南団地都電図書館開館（～H18.3）
富士中学校が七左町二丁目に開校（当時七左右衛門）
南越谷公民館運営審議会を南越谷公民館運営協力委員会に改組
南越谷地区スポーツ・レクリエーション推進委員会発足
南越谷区画整理記念会館完成　南越谷公民館が移転
第1回南越谷地区文化祭
南越谷自治会連合会設立
第2次越谷市総合振興計画前期基本計画スタート
全市コミ協設立
第2次越谷市総合振興計画後期基本計画スタート

市民部自治振興課設置

赤山交流館　赤山町三丁目に開館

第3次越谷市総合振興計画スタート　
科学技術体験センター「ミラクル」七左町一丁目に開館

南越谷公民館竣工(式典)

南越谷公民館 「パレット」大型館として南越谷小学校敷地内に開館

南越谷交流館が開館（旧南越谷公民館）
「越谷市地区まちづくり推進計画」が行政学会計画賞を受賞
地区センターが設置
南越谷地区センター・公民館と名称変更
市民部自治振興課から協働安全部地域活動推進課となる

彩の国まごころ国体　南越谷地区は埼玉県女子サッカーチームの民泊受入れ地区
南越谷地区は埼玉県男子バレーボールチームの民泊受入れ地区

南越谷公民館が文部科学大臣から「優良公民館表彰」を受賞

南越谷地区が行政区となる

南越谷自治会連合会創立30周年
越谷市制施行50周年

第4次越谷市総合振興計画スタート
地域活動推進課から市民活動支援課となる

※地区コミ協総会：H6～H13年度は年２回実施
　　　　　　　　　H14年度以降は４月または５月に実施

　「
南
越
谷
地
区
コ
ミ
協
設
立
20
年
記

念
の
集
い 

が
２
月
22
日
㈯
午
後
２
時

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
、
自
治
会
な
ど
の
構
成
団
体
、

市
職
員
、
コ
ミ
協
Ｏ
Ｂ
会
員
、
コ
ミ
協

現
会
員
な
ど
総
勢
92
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
始
め
に
白
部
井
会
長
よ
り
主
催
者
の

挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
の
高
橋
努
越
谷
市

長
と
樫
村
紀
元
市
議
会
議
員
か
ら
、
お

祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
関
係
団
体
代
表
者
の
紹
介
が

あ
り
、
初
代
コ
ミ
協
会
長
の
田
口
政
男

氏
と
20
年
継
続
会
員
５
名
の
方
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
、
設
立
20
年
に
合
わ
せ

て
作
成
し
た
「
あ
ゆ
み
」
の
披
露
も
あ

り
ま
し
た
。

　
続
い
て
座
間
三
郎
氏
の
音
頭
で
の
乾

杯
と
な
り
、
各
部
会
毎
の
歓
談
が
始
ま

り
、
そ
の
輪
が
広
が
っ
て
旧
知
の
仲
間

と
の
苦
労
話
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　
和
や
か
に
宴
が
進
む
中 

、
20
年
の

間
に
お
世
話
に
な
っ
た
市
職
員
と
活
躍

さ
れ
た
コ
ミ
協
Ｏ
Ｂ
会
員
の
数
名
か
ら

想
い
出
話
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
出
席
者
全
員
で
記
念
写
真
を

撮
り
、
盛
況
の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。

Ｔ
・
Ｎ

1 2
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パトロール前の高橋努越谷市長挨拶

総
務
部
会部

会
長

　乙
訓 

ま
す
み

広
報
・
文
化
部
会

部
会
長

　早
水 

誠
治

防
犯
部
会

部
会
長

　高
師 

保
一

福
祉
部
会

部
会
長

　林 

邦
雄

環
境
・
衛
生
部
会

部
会
長

　深
谷 

由
香
里

防
災
部
会

部
会
長

　青
木 

正
則

部
会
紹
介

組
織
・
事
業
・
運
営
・
実
施

〜
災
害
は
忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
来
る
〜

南越小5年生の
長谷川鉄太くんの作品を使用

～南越小児童のポスター応募多数～

自転車も自動車と
同じ左側通行

　
総
務
部
会
は
、
地
区
コ
ミ
協
の
事

務
局
的
役
割
を
担
う
部
会
と
し
て
、

市
内
全
地
区
コ
ミ
協
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
南
越
谷
地
区
で
は
平
成
14
年

度
に
ス
タ
ー
ト
。
地
区
セ
ン
タ
ー
職

員
の
方
々
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

①
地
区
ま
ち
づ
く
り
助
成
金
に
関
す

る
こ
と

②
コ
ミ
協
各
種
会
議
な
ど
に
関
す
る

日
程
調
整
や
資
料
作
成
・
記
録
他

③
コ
ミ
協
部
会
間
そ
の
他
に
関
す
る

連
絡
調
整

④
主
管
事
業
は
、
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
・
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
な
ど
で
す
。

　
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
設
立
と
同
時
に
広
報
誌
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
南
越
谷
」を
発
刊
し
ま
し
た
。

創
刊
号
は
全
く
の
手
探
り
状
態
で
、

コ
ミ
協
活
動
・
地
域
の
情
報
等
を
地

区
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
回
を
重
ね
て
、
発
行
回
数

は
年
３
回
か
ら
５
回
に
、
印
刷
は
モ

ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー
と
変
わ
り
、
現

在
で
は
70
号
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
事
業
と
し
て
の
「
パ
レ
ッ
ト

ス
テ
ー
ジ
」
は
平
成
15
年
12
月
に
ス

タ
ー
ト
、
年
１
回
開
催
し
て
今
回
で

11
回
目
に
な
り
ま
す
。
主
に
コ
ン

サ
ー
ト
、
人
形
劇
等
で
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
文
化
事
業
を
定
着
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
８
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
。
南
越
谷
地
区
の
情
報
を

公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

情
報
の
共
有
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
少
子
高
齢
化
、
近
隣
関
係
の
希
薄

化
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

コ
ミ
協
活
動
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
活
動
は
、

と
も
す
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
的

で
存
在
感
が
薄
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
携
わ
る
中
で
各
自
治
会
を
横
断

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
、
地
域
の
問
題
を
共
に
考
え
る
こ

と
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
痛
感
し
ま

す
。

　
防
犯
意
識
の
高
揚
と
い
う
活
動

は
、
ど
こ
ま
で
や
っ
て
も
際
限
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、継
続
性
が
大
事
で
す
。

一
方
で
、
活
動
の
成
果
は
目
に
見
え

な
い
と
い
う
も
ど
か
し
さ
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い

る
「
小
学
生
へ
の
ポ
ス
タ
ー
図
案
募

集
」
で
、
多
数
集
ま
っ
た
絵
画
を
見

た
時
、
子
ど
も
た
ち
の
セ
ン
ス
と
意

識
の
高
さ
に
、
部
会
の
皆
で
感
動
し

ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
防
犯
そ
し

て
交
通
安
全
に
さ
ら
に
寄
与
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ミ
協
先
輩
諸
氏
を
は
じ
め
多
く

の
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
地
域
交
流
の

輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
福
祉
部
会
で
は
３
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
世
代
間
交
流
事
業
」

で
す
。
核
家
族
が
進
む
中
、
三
世
代

の
交
流
と
地
域
の
親
睦
を
目
的
と
し

て
、
物
作
り
や
昔
か
ら
の
遊
び
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
で
、
そ
ば
・

団
子
作
り
を
し
て
作
る
楽
し
さ
と
一

緒
に
成
果
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、「
高
齢
者
の
社
会
科

見
学
」
で
す
。
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
見
学
地
を
バ
ス
で
訪
問
し
て

見
聞
を
広
め
る
と
共
に
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、「
お
正
月
の
室
内
飾

り
講
習
会
」
で
す
。
講
師
の
指
導
で

生
け
花
の
作
品
を
完
成
さ
せ
る
楽
し

さ
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
更
に
地
域
福
祉
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
環
境
・
衛
生
部
会
で
は
、
例

年
「
南
越
谷
地
区
ク
リ
ー
ン
活

動
」
と
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

の
２
つ
の
事
業
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　
25
年
度
よ
り
「
自
治
会
一
斉

清
掃
」
か
ら
「
南
越
谷
地
区
ク

リ
ー
ン
活
動
」に
名
称
を
変
え
、

「
越
谷
市
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」
に

合
わ
せ
て
自
治
会
連
合
会
と
連

携
し
、 

地
区
内
の
美
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
は
、

年
３
回
、
各
部
会
か
ら
ご
支
援

い
た
だ
き
、
花
植
え
を
中
心
に

地
区
内
の
景
観
美
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
事
業
は
、
ど
ち

ら
も
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
な

く
し
て
は
達
成
で
き
な
い
事
業

で
す
。今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
コ
ミ
協
設
立
以
来
防
災
部
会
は
、

地
域
の
防
災
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
３
・
11
以
来
、
防
災
部
会

は
活
動
方
針
を「
毎
年
を
防
災
の
年
」

と
位
置
づ
け
、
南
越
谷
地
区
自
治
会

連
合
会
と
連
携
し
、
月
１
回
の
連
絡

会
議
を
持
ち
、
地
域
防
災
の
在
り
方

そ
し
て
助
け
合
う
地
域
創
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
最
近
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
災
害

が
列
島
を
襲
っ
て
お
り
、
我
が
町
に

も
想
像
も
し
な
い
竜
巻
が
昨
年
９
月

２
日
発
生
、
大
き
な
被
害
を
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
常
に
災
害

と
隣
り
合
わ
せ
に
生
活
を
し
て
お

り
、
決
し
て
こ
れ
ら
は
他
人
事
で
は

な
く
、
貴
方
も
被
災
者
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
事
な
の
で
す
。

　
災
害
時
に
は
、
先
ず
自
分
を
守
る

こ
と
、
そ
し
て
互
い
に
助
け
合
う
こ

と
が
大
事
な
の
で
す
。
日
頃
の
準
備

と
共
に
、
地
域
の
連
携
・
向
う
三
軒

両
隣
を
復
活
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

南越谷地区自治会連合会
南越谷小学校PTA
富士中学校PTA
南越谷地区子ども会育成連絡協議会
南越谷地区青少年指導員協議会
南越谷公民館運営協力委員会
南越谷地区スポーツ・レクリエーション推進委員会
南越谷地区民生委員・児童委員協議会
ガールスカウト日本連盟埼玉県第20団
南越谷会食サービス
瓦曽根三丁目自治会
南越谷二丁目自治会
越谷郵政自治会
南越谷三丁目自治会
JR自治会
富士団地自治会
南団地自治会
朝日プラザ越谷自治会
ザ・ウインベル新越谷自治会
登戸西町会
墨水南越谷マンション自治会
南越谷四・五丁目自治会
茜町會
元柳田町自治会
東柳田自治会
東柳田みどり会自治会
赤山町三丁目自治会
赤山町四丁目自治会
越谷ファミリータウン自治会
赤山町五丁目自治会
七左一若草自治会
モリス南越谷自治会
ライオンズステーションプラザ新越谷自治会
グラン・プラーザ新越谷自治会
エシール越谷自治会
七左町二丁目自治会
成人式実行委員会
公募

現在のコミ協構成団体

平成25年度の主な年間事業

運営・実施

組　織

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

4

定時総会
南越谷地区クリーン活動（ゴミゼロ運動実施日）
花いっぱい運動
まちづくり研修会
「コミュニティ南越谷」発行
普通救命講習会
コミュニティリーダー養成講座に参加
世代間交流事業
「コミュニティ南越谷」発行
防災ウォークラリー
高齢者の社会科見学
「コミュニティ南越谷」発行
交通安全啓発ポスター作成・掲示
地区フェスティバル（土日の2日間）
花いっぱい運動
パレットステージ
地区センターのⅩマスイルミネーション
お正月の室内飾り講習会
「コミュニティ南越谷」発行
合同新春懇談会
協働フェスタ参加
まちづくりシンポジウム参加
まちづくり研修会
花いっぱい運動
地区総合防災訓練
「コミュニティ南越谷」発行

全体
環境・衛生
環境・衛生
全体

広報・文化
防災
全体｠
福祉

広報・文化
防災｠
福祉

広報・文化
防犯｠
全体

環境・衛生
広報・文化
有志
福祉

広報・文化
４団体

全体

全体｠
環境・衛生
全体

広報・文化
通年：コミ協ホームページ、ボトルキャップ回収

月 事業名 担当

　コミ協では5月の定時総会で承認された年度事業計画に基づ
き、役員会、役員と正副部会長で構成する運営委員会及び各部会
で会議を開き、必要に応じて全体連絡会も行って運営しています。
各事業費は、越谷市より配分される「地区まちづくり助成金」よ
り充当しています。

総務部会 防災部会 防犯部会 福祉部会広報・文化部会 環境・衛生部会

総務部会
11名

防災部会
18名

防犯部会
11名

福祉部会
14名

広報・文化部会
10名

環境・衛生部会
15名

相談役南越谷地区センター・公民館 会　　長

副会長　2名

会　計　1名

監　事　2名

役
　
員

P03 P02


